




• 長野県の豊かな水を活用して、電気及び水道の事業を行い、県民の皆様の暮らしを支えています。

• これまで約半世紀にわたって、地域や市町村・関係機関の皆様に支えられながら、生活に最も身近なライフラインであ
る電気及び水道の事業を推進することで、県民福祉の向上に努めてきました。

長野県企業局の概要

電気事業

・水力発電所を建設･運営

・発電量： 約10万世帯分
（県内の約12.5％に相当)

水道事業

・上田市､坂城町､千曲市､長野市の
約19万人の皆様の蛇口まで給水

（末端給水事業）

・松本市､塩尻市､山形村に水道用水
を供給 （用水供給事業）

四ツ屋浄水場（長野市川中島）の水道原水（井戸水）
をペットボトルに詰めた「川中島の水」※

「モンドセレクション2018」において、
2016年から3年連続で最高金賞を受賞
※ 防災備蓄用の非売品

（イベントなどにも活用）

川中島の水

高遠ダムと高遠さくら発電所



• 発電所： １６か所、約10万世帯分を発電

水力発電所の概要

長野県電気事業の概要

備 考

12,200 39,670

23,600 98,536

3,600 (16,100)
大規模改修中

改修→450世帯増加

1,800 4,202

3,000 7,562

7,000 25,802

550 2,503

6,300 5,879

10,000 39,792

5,000 19,017

5,050 18,911

199 1,249 H29.4.1運転開始

5,400 17,922

14,600 46,128

1,700 3,749

999 5,043 H29.4.1運転開始

100,998 335,965 （16発電所）

(199) (1,600) 横川ダム地点

(199) (1,100) 箕輪ダム地点

(380) (2,100) 片桐ダム地点

(199) (1,107)
小渋第２発電所地点

 ※名称公募予定
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横 川 蛇 石

信州もみじ湖

西 天 竜

四 徳

小 渋 第 １

小 渋 第 ２
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くだものの里まつかわ発電所 （片桐ダム）

信州もみじ湖発電所 （箕輪ダム）横川蛇石発電所 （横川ダム）

所 在 地 辰野町

最大出力 199kW

発 電 量 420世帯分

建 設 費 5.1億円

建設期間 H28～R1

所 在 地 箕輪町

最大出力 199kW

発 電 量 310世帯分

建 設 費 4.0億円

建設期間 H29～R2

所 在 地 松川町

最大出力 380kW

発 電 量 580世帯分

建 設 費 5.9億円

建設期間 H29～R2

水芭蕉発電所 （奥裾花ダム）高遠さくら発電所 （高遠ダム）

Ｈ29/4/1 運転開始

建設中

未利用エネルギー活用発電所（小渋第２）

所 在 地 伊那市

最大出力 199kW

発 電 量 350世帯分

建 設 費 5.5億円

建設期間 H25～H28

所 在 地 長野市

最大出力 999kW

発 電 量 1,400世帯分

建 設 費 10.5億円

建設期間 H25～H28

所 在 地 松川町

最大出力 199kW

発 電 量 320世帯分

建 設 費 3.7億円

建設期間 R1～R2







電力供給の概要

Ｇ２０会場に企業局のＣＯ２フリー電力を供給しました

長野県企業局は、水力発電所で生み出した、発電時に二酸化

炭素が発生しない再生可能エネルギーの電力を、6/15､16に

軽井沢プリンスホテルで開催されたＧ２０関係閣僚会合「持続

可能な成長のためのエネルギー転換と地球環境に関する関

係閣僚会合」の会場に、供給しました

これは、中部電力（株）が、水力発電所の持つCO2フリー価値

を活用し、二酸化炭素排出量がゼロとなる｢CO2フリーメ

ニュー｣として、長野県企業局と自然電力（株）（小布施松川小

水力発電所）の電力を活用するものです

なお、電力供給にあたっては、中部電力（株）の見える化技術

により、会場で使われている電気がどの発電所を活用してい

るか、電源表示を行いました

長野県企業局
14発電所 99,800kW

（うち非FIT 12発電所 94,250kW）

自然電力（株）
小布施水力発電所

190kW

中部電力（株）

G20会場
（軽井沢プリンスホテル）

電力供給状況 （6/14）

▲ 中部電力（株）提供

◀ ▲ G20メイン会場と長野県企業局
ブースに表示モニターを設置





既設水力発電所の大規模改修

発電所名
運転
開始

出 力 （kW） 賄える世帯数
事業費
（億円）

施工状況等 備考
出 力 増加分 世帯数 増加分

リ
プ
レ
ー
ス

西天竜 S36 3,600→ 3,000 △600 3,220→ 4,470 1,250 ３７ 2018~ 施工中
既存の水車１台→２台によ
り効率化（FIT認定済）

美 和 S33 12,200→ ※ ※ 11,000 ※ ※ ７３
2019.9 公告
2020.3 契約予定

企業局最初の発電所

春 近 S33 23,600→ ※ ※ 27,800 ※ ※ １５８
2019.8 公告
2020.3 契約予定

企業局発電量の約３０％を
発電する主力発電所

与田切 S61 6,300→ ※ ※ 6,060 ※ ※ １７ 2019 発注予定
与田切上流地点での新規
電源開発とセットでの改修

出
力
増
強

奥木曽 H6 4,800→ 5,050 250 5,200→ 5,400 200 ３ 2018.3 運転再開

小渋第２ S44 6,500→ 7,000 500 7,160→ 7,860 700 ３ 2019.3 運転再開
経産省補助金活用
（０.８億円）

裾 花 S44 14,600→ 14,880 280 15,750→ 16,100 350 ８ 2019 発注済
経産省補助金活用
（０.７億円）

小計 71,600→ 72,030 430 76,190→ 78,690 2,500 改修分の構成比： 71.5%（出力）

その他（9発電所） 28,648 － 28,040 － 未改修分の構成比： 28.5%（出力）

計 100,248→ 100,678 430 104,230→106,730 2,500 改修分の増加率： 3.3%増（世帯数）

※ 出力・発電量の増加を図る（詳細は設計後）

• 老朽化した発電所のリプレース （FIT申請予定）

• 設備更新に合わせ、最新技術導入による出力増強（水車更新、水車制御装置更新など）





新規電源開発地点発掘プロジェクトによる新規電源開発

地点名 所在地 想定最大出力
想定年間
発電電力量

評価 現在の進捗状況

１次
選定

小渋第２発電所
構内地点

松川町 199kW
1,160千kWh

（約310世帯）
着手

設計施工一体型で発注済（H31/3/25）＊ → 詳細設計中
* 2018年11月議会補正予算計上

与田切川上流地点 飯島町 1,400kW程度
5,800千kWh程度

（約1,600世帯）
Ａ

与田切発電所取水口の上流部への建設を想定
設計施工一体型で発注（9/25公告→年度内契約予定）

湯の瀬ダム地点 長野市 790kW程度
3,500千kWh程度

（約950世帯）
Ａ 事業性を確認、地元調整等実施中

湯川ダム地点 御代田町 199kW程度
1,270千kWh程度

（約350世帯）
Ａ

県管理のダムを活用
設計施工一体型で発注（10/17公告→年度内契約予定）

２次
選定

秋山地点

川上村

100～150kW程度
500～900千kWh程度

（約150～250世帯）
Ａ

県管理の砂防ダムを活用
事業性を確認、地元調整等実施中

梓山地点 20～30kW程度
130～200千kWh程度

（約60世帯）
Ａ

県管理の砂防ダムを活用
事業性を確認、地元調整等実施中

大泉地点 南箕輪村 50～150kW程度
900千kWh程度
（約250世帯）

Ｂ
県管理の砂防ダムを活用
流量資料を取得する等、基本情報の整理中

奥裾花地点 長野市 30～50kW程度
300千kWh程度

（約80世帯）
Ｂ

奥裾花第２発電所の放水路を活用
狭窄部のため､水車の選定等を含め比較検討中

立沢ため池地点 富士見町 50～150kW程度※
700千kWh程度※

（約200世帯）
Ｂ

かんがい用水路を活用
流量資料を取得する等、基本情報の整理中

七久保北村地点 飯島町 50～150kW程度※
1,000千kWh程度※

（約300世帯）
Ｂ 〃

抽出したリストのランクに応じて調査等を更に進め、現行制度下のＦＩＴ認定等を目指す

上記取り組みを進めるほか、更なる開発候補地点の発掘を目指す

新規電源開発地点発掘プロジェクト推進会議

※候補地点内に複数個所発電機設置した場合の合計 （参考） 評価基準ランク Ａ：早期調査着手地点（現行FITの活用を目指し､早期に調査等に着手） Ｂ：継続検討地点（ポストFITを含め継続検討） 1世帯当たり年間消費電力量3.6千kWhで試算

第４回 令和元年7月30日 開催 （進捗状況確認）令和元年度

今後の取組




















